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書　評
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坂　本　幹　雄
　今世紀に入って、まず2001年9月11日の同時多発テロ、情報通信産業の連続的技
術革新に伴う経済社会の構造的変化、そして長期不況・少子高齢化の様相などが、
わたしたちの物心両面にわたる生活に大きな影響をあたえただろう。さらに、こう
した中、2008年の金融危機、そして2011年3月11日の東日本大震災・福島原発事故
の衝撃が続く。
　私は、こうした状況下にあって、現在、経済学史を書くとすればどのように書け
ばよいのかとの問題意識のもとに21世紀版の経済学史を調べている1）。その一環と
して「経済学の天才の物語」のサブタイトルに魅かれて本書を読んだ。
＊
　著者のシルビア・ナサーは、『ニューヨーク・タイムズ』の経済記事担当のジャ
ーナリストであった。現在はコロンビア大学大学院のジャーナリズム専攻の教授で
ある。ナサーは、ベストセラーとなったゲーム理論の先駆者ジョン・ナッシュの評
伝『ビューティフル・マインド』（Nasar1998）の著者として著名である。同書は、
ラッセル・クロウ主演で2001年に映画化された。映画『ビューティフル・マイン
ド』は、アカデミー賞を受賞して、日本でも今でもわりとよく知られているだろう。
　さて私はナサーの描いたナッシュに対して、まったく共感が持てなかった。数学
者として、あるいは病気から復活した精神の軌跡として「ビューティフル・マイン
ド」なのか。どうもよくわからなかったが、さらにナサーが提示したナッシュは、
エゴイストではないかと感じて、少なくとも「ビューティフル・ハート」ではない
と思った。他者を感動させるものは、時に「ハート・オーバー・マインド」の方で
はないかなどと思った次第である。私が、まず評者として、著者に対して、以上の
ような否定的な先入観を持ってしまっていることを告白しなければならない。
　しかし幸い読み始めると、本書は、ほぼいわゆるページ・タナーであるからその
懸念はなかった。「ほぼ」と付ける理由は後述する。しかしどうもこのようないい
方をすると、本書の難点を暗示してしまうことになってしまう。そしてさらにいっ
てしまえば読後にあれこれ考えた時に、評者の著者に対する否定的な先入観も蘇っ
てしまう。
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＊
　前置きが長くなったわりに最後まで突っ走ってしまった。最初にもどって本題に
入ろう。
　本書は全体が3幕からなる大著である。序「人類の10分の9」（が辛く苦しい状態
（エドモンド・バーク））、第1幕「希望」、第2幕「恐怖」、第3幕「自信」となって
いる。時代区分で対象範囲を大ざっぱにいえば、第1幕は1840年代から1910年代ま
で、第2幕は1910年代から1940年代まで、第3幕は1940年代から現在にいたるまで
となっている。
　本書の基本的構図は、19世紀半ばから現代にいたるまでの激動の経済史の舞台設
定をして、その中に経済学者を登場させるというものである。19世紀ヴィクトリア
朝イングランドの時代に、貧困は神の思し召し・自然の掟なりという必然論・運命
論から脱却した貧困論が始まった。産業革命とともに生活水準・技術革新・教育水
準の向上が「希望」の舞台である。やがて2度の世界大戦と戦間期の大不況が「恐
怖」の舞台である。そしてもはや後戻りのない西洋を超えた世界全体の経済的繁栄
が「自信」の舞台である。この舞台設定の上に経済学者たちの個人史と逸話が満載
されている。これらが滅法面白い。本書の推奨点である。
　その物語の主役を生没年を入れてあげてみよう。カール・マルクス（1818-1883）、
フリードリッヒ・エンゲルス（1820-1895）、アルフレッド・マーシャル（1842-
1924）、ビアトリス・ポッター（ウェッブ）（1858-1943）、アーヴィング・フィッシャ
ー（1867-1947）、ヨゼフ・シュンペーター（1883-1950）、ジョン・メイナード・ケ
インズ（1883-1946）、フリードリッヒ・ハイエク（1899-1992）、ジョーン・ロビン
ソン（1903-1983）、ミルトン・フリードマン（1912-2006）、ポール・サミュエルソ
ン（1915-2009）、アマルティア・セン（1933-）。映画風にいえば主演の筆頭はケイ
ンズ、主演女優はビアトリス・ポッターだろう。またチャールズ・ディケンズ
（1812-1870）とヘンリー・メイヒュー（1812-1887）は導入部の重要な登場人物だろ
う。メイヒューは貧困の実態把握を実地調査により明らかにした社会調査の先駆者
である。マルクスが実際には貧しい労働者の働く工場1つすら見たことのなかった
点と対比的に取り上げられている。なおナッシュはマクロ経済の議論が中心になる
文脈上かどうかわからないが今回は登場しない。
　主役たちは、ケインズに典型的なように、初出（第1次世界大戦後の「ヴェルサイ
ユのケインズ」の章（第7章））で生い立ちを描く。そして戦間期の章（第9章、第10
章）、第2次世界大戦の章（第12章、第14章）と多くの章に登場して、個人史を含め
て経済学への取り組みが描写されている。このようにして、フィッシャー（第4章、
第9章、第10章）、シュンペーター（第5章、第6章、第8章、第13章）、ハイエク（第
8章、第13章、第15章）、ロビンソン（第11章、第17章）などが何度も登場して楽しく
読める。経済史の舞台の中で、経済学者たちの活動が交錯していくイメージであ
る。イメージといわねばならないのは、そういうイメージが得られるからであっ
て、実際にそれほどうまくつながってはいるとは思えなかった。思想史的・理論史
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的な継承・対抗関係をもっと丁寧に描かないと有機的な感じの流れにはなかなか形
成されていかないように思った。しかし登場人物が多いから、これは無理難題で、
列伝として満足すべきなのかもしれない。いずれにしても読ませる筆致・力量は見
事である。
＊
　本書は、著者によれば、「経済思想史というよりもむしろ」「思想物語」である。
この思想物語は、「第1次世界大戦以前の黄金時代に生まれ、2度の世界大戦のカ
タストロフィーの戦間期、全体主義政府の勃興、および大恐慌に挑み、そして第2
次世界大戦後の2度目の黄金時代に復活した」思想をたどるものである。「思想」
とは「分析エンジン」（マーシャル）としての経済学、「マインド装置」としての経
済学（ケインズ）をいう。「分析エンジン」とは真理そのものというわけではなく、
「真理の発見に役立てるためのものであって」「完全・完成されることは決してな
く、常に改善・適応・革新を要求される道具」を意味する。「マインド装置」とは、
「近代世界を分析し、その可能性のほとんどを形成する」ものである。そして著者
の主役抜擢の選択基準は、「経済学を統御の道具に転換した」人物である。「クー
ル・ヘッド、ウォーム・ハート」をもって「分析エンジン」もしくは「マインド装
置」の構築に寄与した「男女」である。かれらが生きた時代に「新たな問題」と
「新たな解答」を提示した「気質・経験・才能」をもった人物である。そして主人
公たちは「全員」が「経済効率・社会正義および個人の自由」（ケインズ）の「解決
に役立つ知的道具を探求した」人物である。
　このような選択基準と上述の主役陣を見比べてみると、選択はかなり恣意的に感
じられる。漫遊記ならわかるが、歴史の壮大な流れを描く意図であるから、なぜそ
の配役となったのか説明してほしいところである。
＊
　ジェーン・オースティン、チャールズ・ディケンズから始まる本書は、文学と経
済学で織り成される一大ページェントかと期待させる。しかし詳しく取りあげられ
ているのは第1幕エピローグのディケンズだけである。随所に経済学者と小説のキ
ャラクターとの比較が挿入され、20世紀の文学作品の言及も最後まであるけれど
も、全体としては文学は味付け程度になっている2）。
　第1章のマルクスとエンゲルスの章は、エンゲルスについてもしっかりと配慮さ
れている。労働者の貧困状態に関して、マルサス人口法則から生存費賃金説・賃金
鉄則に還元して議論がなされている。わかりやすくしようとするためなのだろう
か、労働価値説の系譜が無視されている。けだし古典派を無視しているから当然そ
うなる。本書は、先に述べたように完全にページ・タナーとはいかない。このよう
な疑問符を付けたくなる個所に時々出会うからである。労働価値説の無視は、まっ
たく納得がいかないところである。そもそも古典派経済学をなぜ無視するのか、も
っとも古典派だけではないのであるが、選択基準の表明に際して、やはり外す理由
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を説明してほしいところである。
　第2章のマーシャルの章は、アメリカ旅行がハイライトとなっており、マーシャ
ルの経験的・実証的側面を重視した特徴を描いている。メイヒュー、ビアトリス、
マーシャルといった初期の社会調査・実地調査を重視した系譜への視点は、本書の
よき特徴の1つであると思う。なお本書は女性を重視するから、もちろんメアリ
ー・マーシャルに関しても、しっかりと言及されている。
　主演女優はビアトリスだといったが、第3章のビアトリス・ポッターの章は、本
書の中で最も力の入った章の1つである。ビアトリスは、女性は家庭に入るものと
いうジョセフ・チェンバレンに納得がいかない。そのチェンバレンへの彼女の思慕
に関しては、まだ続くのかというほど長い叙述になっている。ひき続いて第4章の
フィッシャーの章になっても、まずはウェッブ夫妻のアメリカ旅行が描かれてい
る。また第11章は「ウェッブとロビンソン」と女性2人を並べて題して印象的であ
る。
　本書は、後半になると第17章のロビンソンと第18章のセンを除いて叙述が駆け足
となって、前半の重厚さがなくなってくる。たとえば第12章の「ケインズとフリー
ドマン」の章は、ケインジアンとしての前期フリードマンの活動が中心となってい
る。ケインジアン対マネタリスト論争にいたらないという何とも中途半端なもので
ある。
　エピローグは「2008-2009年の大不況」、2011年の中東情勢にまで言及している
が、楽観的な展望となっている。過去の成功と失敗の教訓が単純に活かされる結論
となっている。
＊
　本書の登場人物は、経済学形成に貢献したがゆえに主役たりうるのだろう。しか
し本書は全体的に肝心の経済理論の説明には十分な紙幅を割いていない。説明があ
っても一面的・断片的なため、その主役たちの貢献の姿にいま1つ説得力がないよ
うに感じられた。著者は本書を経済思想史ではないというが、対象の性質上、そう
はいくまい。個人の習癖や逸話を語るのはいいのだけれども、本質的ではない部分
も多く、しばしば面白くするための邪道ではないかと思ってしまったところもあ
る。唐突に結婚の話になったりする。ちなみに主役全員結婚の話がある。
　本書はおそらく経済思想史の専門家ではなく一般読者向けに書かれたものだろ
う。しかし本書をかえって経済思想史の啓蒙書・入門書としては、以上述べてきた
ように経済理論の説明が一面的なため、あまり推奨できない3）。面白く書かれてい
るだけに残念である。それどころか面白い分、その説明の不十分さ・不正確さは罪
深いとも思う。経済思想史のガイドをせっかく楽しく面白く書けるのだからコンパ
クトでも省略せずに経済理論の説明を提示してほしいところである。それは言うは
易く行うは難しなのだろうか。
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＊
　本書の3幕構成の「希望」→「恐怖」→「自信」の歴史の流れの設定は、かんた
んには首肯しがたいところである。たとえば第2次大戦後のブレトン・ウッズ体制
は崩壊したのだから、それを論じないと現代経済にはつながってこない。本書の第
3幕の「自信」にいたって終わる流れは、啓蒙史観・ホイッグ史観に貫かれている
といってよいだろう。いつの時代も希望と恐怖の混在であると思うが、「希望」→
「恐怖」までのクローズアップ・主題設定はよいと思う。しかし「自信」の設定は
ありえない。いまを生きる日本人である私は、世の中を「自信」ではなく「失望」
から「希望」を回復できるかどうかの瀬戸際と見る。本書はケインズの名言をいく
つも引用しているが、ならば「豊富の中の貧困」をこそ援用すべきではないだろう
か。そして豊富の中の窮状をこそ議論すべきではないだろうか。慎重・謙虚を展望
する物語とするべきではないだろうか。「犀の角のごとくただ独り歩め」である。
注
1） 　拙著『経済学史』坂本（2009）の改善を企図している。また本誌前号の拙稿・坂本
（2012）を参照されたい。
2） 　経済学と文学の本格的な交渉研究に関しては、たとえば Bronnk（2009）、およびその
書評の拙稿・坂本（2012）を参照されたい。
3） 　たとえば本誌前号拙稿・坂本（2012）で取り上げた Sandmo（2011）の方を推奨したい。
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